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●
開
催
日
…
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
三
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
十
三
時
三
十
分
開
演

●
場
　
所
…
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
（
岩
国
市
）

第
九
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
の
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
「
伝
統
文
化
と
現
代
の
音
楽
と
の
出
会
い
」
と
題
し
、
伝

統
芸
能
で
あ
る
能
と
現
代
の
音
楽
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
、
二

部
構
成
で
お
届
け
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
平
成
二
十
六
年
に
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
さ
れ

た
、
岩
国
市
出
身
の
香
川
靖
嗣
さ
ん
か
ら
、
仕
舞
や
謡
を
通
じ

て
、
能
の
初
歩
を
楽
し
く
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

曲
の
中
の
一
番
の
見
ど
こ
ろ
を
、
能
面
な
ど
は
付
け
ず
、
紋

付
、
袴
で
舞
う
仕
舞
で
は
、
長
刀
を
使
用
し
た
、
動
き
の
あ
る

「
船
弁
慶
」
と
、
蜘
蛛
の
糸
が
次
々
に
繰
り
出
さ
れ
る
「
土
蜘

蛛
」
が
演
じ
ら
れ
、
初
め
て
見
る
方
に
も
わ
か
り
や
す
い
内
容

で
し
た
。

ま
た
、
結
婚
式
で
馴
染
み
深
い
「
高
砂
」
を
、
香
川
さ
ん
の
ご

指
導
の
も
と
、
客
席
全
員
で
謡
い
あ
げ
ま
し
た
。

山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
を
振
り
返
っ
て

山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
で
は
、
毎
年
、
県
内
全
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
広
げ
て
い

ま
す
。
第
九
回
と
な
る
平
成
二
十
七
年
度
は
、
能
と
音
楽
を
と
り
あ
げ
た
メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
、

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
９
回

伝
統
文
化
と
現
代
の
音
楽
と
の
出
会
い 

過
去
か
ら
現
在
へ
〜
時と

き代
を
架
け
る
〜

第
二
部
で
は
、
山
口
県
芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ

た
、
林
満
理
子
さ
ん
に
よ
る
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
の
ほ
か
、
箏
と
尺

八
に
よ
る
邦
楽
、
児
童
合
唱
、
サ
ッ
ク
ス
な
ど
の
器
楽
に
よ
る

音
楽
を
披
露
し
ま
し
た
。

岩
国
市
が
公
募
し
、
土
曜
日
を
利
用
し
て
練
習
を
重
ね
て
き

た
Ｉ
Ｊ
Ｃ
岩
国
市
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
。
わ
ず
か
十
ヵ
月
の
練
習

で
し
た
が
、
見
事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が

一
生
懸
命
に
歌
っ
て
い
る
姿
に
心
を
打
た
れ
た
方
も
多
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
香
川
さ
ん
と
四
人
の
子
供
た
ち
で
、
蜘

蛛
の
糸
投
げ
に
挑
戦
し
、
見
事
に
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
子
供
た

ち
に
と
っ
て
、
日
頃
ふ
れ
る
こ
と
の
な
い
能
の
世
界
が
体
験
で
き

た
、
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
後
は
、
出
演
者
全
員

と
客
席
が
一
体
と
な
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
ソ
ン
グ

「
花
は
咲
く
」
を
歌
い
ま
し
た
。
今
回
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
の

舞
台
監
督
が
、
一
年
以
上
か
け
て
撮
影
し
た
四
季
折
々
の
花
の

写
真
が
背
景
に
使
用
さ
れ
、
視
覚
的
に
も
楽
し
い
内
容
と
な
り

ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
、
「
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
ど
れ
も
素
晴
ら
し

か
っ
た
」
「
観
客
も
参
加
で
き
る
企
画
で
楽
し
め
た
」
「
山
口
の

芸
術
文
化
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
、
無
事
成
功
裡
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
出
演
者
の
み
な
さ
ん

﹇
能
楽
﹈
香
川
靖
嗣
（
岩
国
市
出
身
、
日
本
芸
術
院
賞

受
賞
）
、
岩
国
喜
香
会

﹇
独
唱
﹈
林
満
理
子
（
山
口
県
文
化
振
興
奨
励
賞
受

賞
）

﹇
邦
楽
﹈
宮
本
歌
穂
湖
、
山
本
真
山
、
筑
紫
琴
凰
会

﹇
児
童
合
唱
﹈
Ｉ
Ｊ
Ｃ
岩
国
市
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団

﹇
サ
ッ
ク
ス
等
器
楽
﹈
Ｋ　
ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ

メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2文化飛翔｜Vol.18 ｜ 2016 春



K project

IJC と筑紫琴凰会

林 満理子

IJC 岩国市ジュニア合唱団

宮本歌穂湖・山本真山・筑紫琴凰会

香川靖嗣・岩国喜香会

岩
国
市
は
、
今
年
で
合
併
十

周
年
を
迎
え
る
。
〝
芸
術
文
化
は

人
々
の
心
を
つ
な
ぎ
、
一
つ
に
結

ぶ
力
が
あ
る
〟
と
私
は
信
じ
て
い

る
。そ

こ
で
、
こ
の
度
本
芸
術
文
化

祭
に
参
加
す
る
に
当
た
り
教
育
委

員
会
と
連
携
し
、
市
内
各
小
中
学

校
に
呼
び
か
け
、
岩
国
市
ジ
ュ
ニ

ア
合
唱
団
（
Ｉ
Ｊ
Ｃ
）
を
結
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

練
習
の
過
程
で
は
、｢

音
楽
づ
く
り
は
自
分
づ
く
り
で
あ
る｣

と
い
う
モ
ッ
ト
ー
の
も
と
、
積
極
的
に
音
楽
に
関
わ
り
自
己
を

成
長
さ
せ
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

ま
た
選
曲
や
演
奏
に
当
た
っ
て
は
、
○
歌
い
継
ぎ
た
い
日
本

の
歌
と
し
て
、
童
謡
三
曲
を
メ
ド
レ
ー
に
し
、
箏
と
尺
八
の
伴

奏
で
、
○
岩
国
に
ゆ
か
り
の
あ
る
歌
か
ら｢

美
し
き
天
然｣

を
児

童
用
に
部
分
四
部
合
唱
に
ア
レ
ン
ジ
し
発
表
し
た
。
音
楽
が
生

ま
れ
た
背
景
に
は
、
そ
の
時
代
や
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
々
の

願
い
や
生
活
文
化
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
取
り
組
ん
だ

曲
も
例
外
で
は
な
い
。

今
私
は
、
市
内
二
カ
所
で
定
期
的
に｢

歌
い
継
ぎ
た
い
日
本

の
歌｣

の
会
に
携
わ
っ
て
い
る
。
参
加
者
は
回
を
重
ね
る
毎
に
増

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
た
時
代
と
そ
の
折
々
の
自
分
を
重
ね
な

が
ら
、
深
い
思
い
を
こ
め
て
喜
々
と
し
て
歌
っ
て
い
る
。
歌
に

は
、
人
々
を
輝
か
せ
、
前
向
き
に
生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

こ
の
ス
テ
ー
ジ
を
通
し
て
、
時
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
も
岩

国
ら
し
さ
を
再
発
見
し
、
郷
土
岩
国
を
愛
し
、
感
動
を
仲
間
に

伝
え
て
欲
し
い
と
切
に
願
っ
て
い
る
。
『
貴
重
な
体
験
の
場
を

与
え
て
下
さ
っ
た
こ
と
、
支
え
て
下
さ
っ
た
多
く
の
関
係
者
の

方
々
に
子
ど
も
達
と
共
に
感
謝
致
し
ま
す
。
』

　

舞
台
で
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
披
露
し
て
く
れ
た

Ｉ
Ｊ
Ｃ
岩
国
市
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
の
指
揮
者
の
廣

田
先
生
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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み
な
さ
ん
初
め
ま
し
て
！　

錦
町
文
化
協
会
で
す
。
私
た
ち
は
山
口
県
岩
国
市

「
山
と
清
流
の
錦
町
」
に
住
ん
で
い
ま
す
。
少
子
化
高
齢
化
過
疎
化
で
人
口
は
激

減
し
て
お
り
、現
在
二
八
〇
〇
人
位
に
減
り
ま
し
た
。ピ
ー
ク
時
の
約
二
割
で
す
。

そ
ん
な
中
、
我
が
文
化
協
会
は
平
成
元
年
に
、
錦
町
の
文
化
を
高
め
る
大
き
な
夢

を
持
た
れ
先
駆
者
が
創
設
さ
れ
、
以
来
二
十
八
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

現
在
加
盟
団
体
は
四
十
二
団
体
で
約
三
百
二
十
人
の
方
々
が
、
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
理
事
会
総
会
を
五
月
に
行
い
、
研
修
視
察
、
生
涯
学
習
展
示
会
、
小
中
学

校
書
初
め
大
会
な
ど
の
ほ
か
各
種
講
演
会
、
年
度
末
に
最
も
大
き
な
芸
能
発
表
会

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
各
団
体
は
そ
れ
な
り
に
活
動
も
し
て
お
り
ま
す
。
岩
国

市
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
個
人
の
年
会
費
等
の
収
入
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
会
長
は
、
中
村
勉
さ
ん
で
、
今
年
八
十
七
才
に
な
ら
れ
ま
す
。
す
ご
く
お

元
気
で
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
や
民
謡
、
合
唱
団
に
所
属
さ
れ
て
大
活
躍
。

詩
吟
や
篠
笛
、
大
正
琴
、
社
交
ダ
ン
ス
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
絵
手
紙
押
し
花
な
ど

少
人
数
な
が
ら
生
き
が
い
を
も
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ

る
か
の
高
齢
と
向
き
合
い
な
が
ら
の
文
化
協
会
で
す
が
、
頑
張
っ
て
行
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
引
き
回
し
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
連
盟
は
、
小
学
校
か
ら
職
場
・
一
般
団
体
ま
で
県
内
二
〇
五
団
体
が
加
盟

し
て
お
り
、
構
成
人
数
は
約
六
、〇
〇
〇
名
を
超
え
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
毎
年

十
二
月
に
開
催
す
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
も
ち
ろ
ん
山
口
県
総
合

芸
術
文
化
祭
の
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
つ
で
す
。
こ
の
大
会
は
、
管
楽
器

お
よ
び
打
楽
器
に
よ
る
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
一
チ
ー
ム
の
人
数
は
三
名
以
上
八

名
以
内
と
い
う
制
限
が
あ
り
ま
す
。
少
人
数
で
、
い
か
に
美
し
い
音
楽
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
、
感
動
的
に
演
奏
で
き
る
か
を
競
い
ま
す
。
部
門
別
に
金
賞
・
銀
賞
・
銅

賞
を
授
与
し
、
小
学
校
部
門
の
最
優
秀
チ
ー
ム
に
は

山
口
県
教
育
長
賞
が
、
中
学
校
・
高
校
の
各
最
優
秀

チ
ー
ム
に
は
山
口
県
知
事
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
中
学
校
・
高
校
は
上
位
７
チ
ー
ム
、
大
学
は
上

位
二
チ
ー
ム
、
職
場
一
般
は
上
位
三
チ
ー
ム
が
中
国

大
会
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
中
国
大
会
で
上
位

に
入
賞
す
る
と
、
全
国
大
会
へ
と
進
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
山
口
県
か
ら
も
毎
年
数
チ
ー
ム
が
全
国
大
会

に
出
場
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
防
府
市
立
桑
山
中
学
校
と
防
府
吹
奏
楽

団
が
出
場
し
ま
し
た
。
中
で
も
防
府
吹
奏
楽
団
の
打

楽
器
三
重
奏
は
全
国
大
会
で
金
賞
を
受
賞
す
る
と
い

う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
今
年
度
も
数
チ
ー
ム

が
全
国
大
会
に
出
場
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
と
お
し
て
、
音
楽
を
追

求
し
、
芸
術
文
化
に
対
す
る
感
性
を
醸
成
し
て
く
れ

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

●
会
長
　
中
村
　
　
勉

●
〒
７
４
０

－

０
７
２
４

　
岩
国
市
錦
町
広
瀬
１
１
２
５

●
☎
０
８
２
７

－

７
２

－

２
３
４
５

●
理
事
長
　
重
広
　
昭
雄

●
〒
７
４
７

－

０
８
０
２

　
防
府
市
中
央
町
３

－

１

●
☎
０
８
３
５

－

２
４

－

１
０
３
３

錦
町
文
化
協
会

山
口
県
管
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
連
盟

会員紹介  ▼よこがお
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当
財
団
は
、
平
成
十
年
四
月
に
、
芸
術
文
化
・
科
学
お
よ
び
教
育
に
関
す
る
事

業
を
通
じ
て
、
市
民
文
化
の
振
興
を
図
り
地
域
社
会
に
寄
与
す
る
た
め
に
設
立
さ

れ
、
防
府
市
公
会
堂
及
び
防
府
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
）
を
拠

点
に
芸
術
文
化
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

音
楽
事
業
は
、
毎
年
一
月
に
防
府
市
ゆ
か
り
の
音
楽
家
な
ど
を
招
き
、
市
民
参

加
に
よ
る
防
府
音
楽
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
十
五
回
目
の
今
年
は
「
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
第
九
」
の
演
奏
と
大
合
唱
で
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

美
術
事
業
は
、
山
口
県
内
外
の
美
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
巡
回
展
や
企
画

展
を
実
施
し
て
い
ま
す
。昨
年
に
開
催
し
た「
世
界
の
飛
び
出
す
仕
掛
け
絵
本
展
」

は
、
一
万
五
千
人
以
上
の
入
場
者
数
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
事
業
と
し
て
、

ポ
ッ
プ
ス
か
ら
古
典
芸
能
、
そ
し
て
著
名
人
の
講
演
会
な
ど
幅
広
く
事
業
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
文
化
の
育
成
・
普
及
の
た
め
の
事
業
と
し
て
、
吹
奏
楽
教
室
な
ど

を
通
年
開
催
し
、
防
府
音
楽
祭
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
美
術
関
係
で
は
、
子
ど
も
達

の
発
想
力
を
伸
ば
す
「
ゆ
め
あ
ー
と
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
、
描
く
・
作
る
・
発
表

す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
毎
回
楽
し
く
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
楽
し
い
芸
術
文

化
事
業
に
よ
り
、
た
く
さ

ん
の
地
域
交
流
の
場
が
提

供
で
き
る
よ
う
、「
お
客

様
満
足
」
の
視
点
で
よ
り

充
実
し
た
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

約
三
十
八
歳
。
創
刊
さ
れ
た
一
九
六
四
年
版
『
現
代
山
口
県
詩
選
』
の
作
品
登

載
者
五
十
名
の
平
均
年
齢
で
す
。
最
年
長
者
は
六
十
四
歳
の
上
田
敏
雄
さ
ん
。
現

在
の
平
均
年
齢
は
こ
の
時
の
上
田
さ
ん
の
年
齢
よ
り
も
上
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
本
の
発
刊
を
き
っ
か
け
に
結
成
さ
れ
た
山
口
県
詩
人
懇
話
会
の
雑
務
の

中
心
を
受
け
持
っ
た
和
田
健
さ
ん
、と
も
に
編
集
委
員
を
務
め
た
桑
原
圭
介
さ
ん
、

礒
永
充
能
（
秀
雄
）
さ
ん
、
創
業
者
た
ち
の
若
々
し
い
熱
気
が
今
に
残
り
続
け
て

い
る
集
ま
り
で
す
。

五
十
二
冊
目
を
数
え
た
『
現
代
山
口
県
詩
選
』
の
刊
行
と
と
も
に
年
中
行
事
と

な
っ
て
い
る
の
が
「
や
ま
ぐ
ち
県
詩
祭
」。
県
内
各
地
の
回
り
持
ち
で
、
詩
人
懇
話

会
賞
・
新
人
賞
の
表
彰
、
記
念
講
演
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
五
年
版
『
現

代
山
口
県
詩
選
』
の
登
載
者
は
七
十
四
名
、
こ
の
年
の
「
や
ま
ぐ
ち
県
詩
祭
」
の

参
加
者
が
三
十
五
名
で
、
少
し
さ
び
し
く
な
り
ま
し
た
。

明
る
い
兆
し
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
十
五
年
版
『
現
代
山
口
県
詩
選
』
登
載
作
品

で
新
人
賞
を
受
賞
し
た
原
田
香
さ
ん
の
『
さ
さ
や
か
な
心
意
気
』
に
は
、
人
間
の

心
の
大
切
さ
が
表
現
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
詩
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
輪
を
重
ね
た
人
と
新
し
い
道
を
探
る
若
者
と
が
支
え
合
っ
て
、
草
創
期
の
活
気

を
受
け
継
ぎ
、
各
々
の
真
実
を
表
現
す
る
営
み
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
会
長
　
松
浦
　
正
人

●
〒
７
４
７

－

０
０
２
６

　
防
府
市
緑
町
一
丁
目
９
番
１
号

●
☎
０
８
３
５

－

２
３

－

２
２
１
１

●
代
表
　
陶
山
　
祐
二

●
〒
７
４
７

－

０
０
０
２

　
防
府
市
酢
貝
１
１

－

２
７

●
☎
０
８
３
５

－

３
８

－

０
６
７
９

公
益
財
団
法
人 

防
府
市
文
化
振
興
財
団

山
口
県
詩
人
懇
話
会

このコーナーでは山口県文化連盟の会員の皆さんを紹介しています。
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山
口
県
か
ら
の

お
知
ら
せ

◆
県
立
美
術
館

　
メ
ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

メ
ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
山
口
市
と
萩
市

に
あ
る
二
つ
の
県
立
美
術
館
を
よ
り
お
楽
し
み

い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。

●
会
員
特
典

○
企
画
展
が
三
回
ま
で
無
料

　

※
四
回
目
以
降
は
半
額
で
ご
観
覧
で
き
ま
す

○
企
画
展
（
特
別
展
示
）
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
へ
ご
招
待

　

※
抽
選
で
十
名
様
限
定

○
開
催
中
の
企
画
展
図
録
の
割
引
販
売

○
両
館
の
展
覧
会
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
の
郵
送

○
カ
フ
ェ
で
の
お
得
な
特
典

　

※
詳
し
く
は
、
各
館
に
て
お
尋
ね
く
だ
さ
い

○
会
員
限
定
イ
ベ
ン
ト

●
年
会
費

　

一
般
会
員　
　

二
，
〇
〇
〇
円

　

学
生
会
員　
　

一
，
七
〇
〇
円

　

シ
ニ
ア
会
員　

一
，
四
〇
〇
円

●
有
効
期
限

　

入
会
日
～

　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

●
募
集
期
間

　

三
月
十
八
日
（
金
）
～
七
月
三
十
一
日
（
日
）

※
各
美
術
館
で
申
込
が
で
き
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
各
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

トピックス＆インフォメーション
　

シ
ニ
ア
会
員　

一
，
四
〇
〇
円

　

入
会
日
～

　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

　

三
月
十
八
日
（
金
）
～
七
月
三
十
一
日
（
日
）

Topics
&

Information

平成28年度 美術館開催企画展
■ 県立美術館　 TEL 083-925-7788　　http://www.yma-web.jp

企　画　展　名 期　　間 内　　　容

リバプール国立美術館所蔵 英国の夢
ラファエル前派展 ３月１８日（金）～５月８日（日）

リバプール国立美術館コレクションをもとに、19世
紀後半イギリス美術の潮流であったラファエル前派の
全容を紹介

山の日制定記念
遥かなる山　発見された風景美

５月 26 日（木）
～７月３日（日）

近代登山の黎明期から昭和初期にかけての山岳風景を
描いた洋画・日本画約120点を紹介

第70回山口県美術展覧会 ９月 23 日（金）
～ 10 月 10 日（月・祝）

70回目の開催となる全国的にも独創的で評価の高い
ノンジャンルの公募展

ベル・エポックの画家たち
－アンティミストの輝き－（仮称）

11 月７日（月）
～ 12 月 18 日（日）

「印象派」を受け継ぐ最後の世代といわれる、
1900年代パリの画家たちの油彩約20点を紹介

日伊国交樹立150周年記念
世界遺産　ポンペイの壁画展

平成２９年
１月 21 日（土）

～３月 26 日（日）

壁画の役割や絵画としての魅力に焦点をあてて、本邦
初公開のものを含む重要壁画を紹介

■ 県立萩美術館・浦上記念館　 TEL 0838-24-2400　　http://www.hum.pref.yamaguchi.lg.jp

企　画　展　名 期　　間 内　　　容

デュッセルドルフ美術館
ゲルダ・ケプフ・コレクション
アール・ヌーヴォーのガラス

４月 23 日（土）
～６月 19 日（日）

19世紀末から20世紀初頭のヨーロッパ美術工芸界を
風靡したアール・ヌーヴォーのガラス工芸作品約140
点を紹介

最初の人間国宝
石黒宗麿のすべて

７月２日（土）
～８月 28 日（日）

陶芸分野で初の人間国宝となった石黒宗麿の陶芸作品
約120点と書画約20点を紹介する回顧展

開館20周年記念特別企画展Ⅰ
「東洋陶磁と浮世絵－館蔵名品選」

９月 10 日（土）
～ 10 月 16 日（日）

開館20周年を記念し、全国的にも評価の高い浦上コ
レクションを核とする所蔵品の中から約190点を厳
選し紹介

現在形の陶芸
萩大賞展Ⅳ

12 月３日（土）
～平成 29 年１月 29 日（日）

山口県で開催した国民文化祭の成果の継承・発展を目
的に３年に１度開催し、今回が４回目となる全国規模
の公募展

※展覧会の会期・内容は変更になる場合があります。
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◇
第
三
十
一
回
国
民
文
化
祭
・
あ
い
ち
２
０
１
６

　

全
国
各
地
で
様
々
な
文
化
活
動
に
親
し
ん
で
い
る
個
人
や
団
体
が

日
頃
の
活
動
の
成
果
や
実
力
を
披
露
し
、
交
流
す
る
「
国
内
最
大
の

文
化
の
祭
典
」
で
す
。
今
年
は
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

時
期
：
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
九
日
（
土
）
～
十
二
月
三
日
（
土
）

　
場
所
：
愛
知
県
全
域

地
域
の
文
化
芸
術
活
動
に

一
度
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
〜
講
師
（
指
導
者
）
紹
介
・
派
遣
事
業
〜

　

当
連
盟
で
は
、
県
内
各
地
域
で
行
わ
れ
る
各
種
文
化
教
室
、
学

校
で
の
部
活
動
等
で
実
技
指
導
な
ど
を
行
う
講
師
（
指
導
者
）
を

紹
介
・
派
遣
し
、
地
域
の
文
化
芸
術
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
い
た
地
域
で
は
、
毎
年
、
継
続
す
る
ケ
ー
ス

も
多
く
、
専
門
家
に
よ
る
指
導
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

◇
実
施
の
流
れ

・
①
申
込
み
（
利
用
者
）
↓
②
講
師
紹
介
（
事
務
局
）
↓
③
打

合
せ
（
講
師
・
利
用
者
）
↓
④
実
技
指
導
・
講
座
等
実
施

◇
経
費
負
担

・
利
用
者
（
申
請
者
）
に
は
、
お
花
や
お
菓
子
な
ど
の
材
料
費

の
み
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
（
講
師
へ
の
謝
金
、
交
通
費
は

不
要
で
す
）

・
講
師
に
は
、
山
口
県
文
化
連
盟
の
負
担
で
、
一
回
の
指
導
に

つ
き
２
，
０
０
０
円
（
税
額
控
除
後
）
と
交
通
費
の
実
費
を

支
給
し
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
県
文
化
連
盟
事
務
局

　

〒
７
５
３

－

８
５
０
１

　

山
口
市
滝
町
１

－

１

　
　
　
　

山
口
県
文
化
振
興
課
内

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
３

－

９
３
３

－

２
６
１
０

　
ご 

案 

内

注目

◇
山
口
県
選
奨

　

本
県
の
芸
術
・
文
化
の
発
展
に
尽
力
し
、
功
績
顕
著

な
個
人
や
団
体
を
知
事
が
表
彰
す
る
も
の

　

齊さ
い
と
う藤　

武た
け

男お

（
ア
ー
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　

清し

水み
ず　

良よ
し
す
け助
（
山
口
県
民
謡
連
盟
会
長
）

　

宮み
や
も
と本
歌か

ち

ほ
千
穂
（
山
口
県
邦
楽
連
盟
会
長
）

　

田た

原は
ら

陶と
う

兵べ

え衛
（
陶
芸
家
）

　

德と
く
し
げ重
壽す

み

お
美
雄
（
山
陽
小
野
田
市
文
化
財
審
議
会
委
員
）

　

西
浦
え
ひ
め
あ
や
め
保
存
会

　
　
　
　
　
　

（
え
ひ
め
あ
や
め
の
保
護
）

平
成
二
十
七
年
度
十
一
月
以
降
の
芸
術
文
化
関
係
表
彰
受
賞
者
紹
介

◇
山
口
県
文
化
功
労
賞

　

文
化
に
関
す
る
創
作
や
地
域
の
文
化
団
体
の
活
動
等

を
通
じ
て
、
文
化
の
振
興
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個

人
や
団
体
を
知
事
が
表
彰
す
る
も
の

　

堀ほ
り　
　
　

晃ひ
か
る（
美
術
／
絵
画
）

　

小お

倉ぐ
ら　

窓そ
う
け
ん筧
（
美
術
／
書
道
）

　

冨と
み

田た　

潤じ
ゅ
ん
じ二
（
美
術
／
工
芸
）

　

松ま
つ
ざ
き﨑　

妙た
え

子こ

（
音
楽
／
邦
楽
）

　

藤ふ
じ
た
に谷　

光こ
う
し
ん信
（
一
般
文
化
／
団
体
活
動
）

　

長
門
俳
句
協
会
（
文
芸
／
俳
句
）

　

塩し
お
さ
き﨑　

愛あ
い

捺な

（
富
田
西
小
二
年
）

　

佐さ

さ

き

だ

い

々
木
大
壱
（
大
殿
小
四
年
）

　

波は

だ

の
多
野　

馳は
せ
る（
越
个
浜
小
五
年
）

　

工く

藤ど
う　

琉る

か楓
（
一
の
宮
小
六
年
）

　

北き
た
が
わ川　

舞ま

み海
（
山
口
高
通
信
制
卒
）

　

岩い
わ
も
と元　

杏あ

き樹
（
下
松
小
三
年
）

　

秋あ
き
も
り守
志し

づ

か
都
加
（
越
个
浜
小
六
年
）

　

藤ふ
じ
や
ま山　

そ
ら
（
越
个
浜
小
六
年
）

　

藤ふ
じ

井い　

和か
ず

真ま

（
太
華
中
一
年
）

　

野の

稲い
ね　

夏な
つ

光み

（
田
万
川
中
二
年
）

　

多た

だ田　

玲れ

い衣
（
西
岐
波
中
三
年
）

　

倉く
ら
と
み冨
母も

え

か
恵
香
（
厚
狭
高
二
年
）

　

藤ふ
じ
し
げ重　

果か

琳り
ん

（
岩
国
高
二
年
）

　

橋は
し
も
と本　

佳か

澄す
み

（
厚
狭
高
三
年
）

　

福ふ
く

田だ　

真ま

お緒
（
厚
狭
高
三
年
）

　

藤ふ
じ
や
ま山　

理り

ほ穂
（
大
津
緑
洋
高
三
年
）

　

森も
り
も
と本　

有ゆ

き紀
（
山
口
高
通
信
制
三
年
）

　

小お

の野　

慎し
ん

吾ご

　

下
関
市
立
豊
浦
小
学
校
「
下
関
維
新
探
検
隊
」

　

防
府
市
立
華
城
小
学
校
吹
奏
楽
部

　

山
口
市
立
川
西
中
学
校

　

テ
イ
ラ
ー
優ゆ
う
す
け介
（
小
野
田
工
業
高
三
年
）

◇
平
成
二
十
七
年
度
メ
ダ
ル
栄
光
（
文
化
賞
）

　

学
校
教
育
又
は
社
会
教
育
部
門
に
お
い
て
、
世
界
的
コ
ン
ク
ー
ル
等
で
の
優
秀
な
成
績
又
は
全
国
的
コ
ン
ク
ー
ル

等
で
の
最
優
秀
賞
若
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
成
績
を
収
め
た
個
人
又
は
団
体
を
知
事
が
表
彰
す
る
も
の
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発
行

／
山

口
県

文
化

連
盟

〒
7

5
3

-8
5

0
1

 山
口

市
滝

町
１

－
１

（
山

口
県

文
化

振
興

課
内

）　
T

EL：
0

8
3

-9
3

3
-2

6
1

0
　

FA
X

：
0

8
3

-9
3

3
-4

8
2

9
文
化
飛
翔

　
ぶ
ん
か
ひ
し
ょ
う
｜
V
ol.1

8
｜
2
0
1
6
 春
号

私
が
ダ
ン
ス
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ

た
の
は
三
十
八
年
前
友
人
に
誘
わ
れ
た
ク

ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
ス
タ
ジ
オ
見
学
に
始

ま
り
ま
す
。

そ
の
当
時
の
私
の
年
齢
は
三
十
歳
手

前
。
何
故
か
魅
力
を
感
じ
即
入
会
、
小
中

高
の
生
徒
さ
ん
た
ち
に
交
じ
っ
て
レ
ッ
ス

ン
に
励
み
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
二
～
三
年
経
っ
た
頃
、
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
の
ブ
ー
ム
が
訪
れ
ま
し
た
。
ジ
ャ

ズ
の
ク
ラ
ス
も
欲
張
っ
て
受
け
ま
し
た
が
、

流
行
の
ポ
ッ
プ
ス
に
合
わ
せ
て
踊
る
こ
と

は
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
は
違
う
ワ
ク
ワ
ク
感
が

あ
り
、
自
分
探
し
の
答
え
を
頂
い
た
様
で

し
た
。

以
来
指
導
を
し
な
が
ら
作
品
を
創
り
続

け
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
か
ら
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
の
歩
み
が
始

ま
り
一
カ
ウ
ン
ト
ず
つ
繋
が
り
な
が
ら
手

足
が
つ
い
て
く
る
。
一
曲
が
生
ま
れ
る
の

に
は
自
分
の
も
て
る
す
べ
て
を
試
行
錯
誤

寒
さ
が
弱
ま
り
、
過
ご
し
や
す
い
日
々
と
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

一
の
坂
川
は
冬
の
景
色
か
ら
桜
の
き
れ
い
な
春
の

景
色
へ
移
ろ
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
在
、
県
立
美
術
館
で
は
、
リ
バ
プ
ー
ル
国
立
美

術
館
所
蔵 

英
国
の
夢 

ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
展
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

一
の
坂
川
か
ら
少
し
足
を
の
ば
し
て
美
術
館
で
春

の
穏
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

山
口
県
文
化
連
盟
の
活
動
に
御
協
力
い
た
だ
け
る

賛
助
会
員(

個
人
又
は
団
体)

を
広
く
募
集
し
て
い

ま
す
︒

　
年
会
費
　
１
口
　
５
︐
０
０
０
円

※
賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
︑
会
報
︑
そ
の
他
文
化
情

報
誌
を
お
届
け
し
ま
す
︒

※
入
会
受
付
は
随
時
し
て
お
り
ま
す
が
︑
会
員
期
間

は
入
会
日
か
ら
そ
の
事
業
年
度
の
３
月
３
１
日
ま

で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

申
込
方
法

所
定
の
入
会
申
込
書
兼
振
込
申
込
書
に
て
年
会
費

の
お
振
り
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

詳
し
く
は
︑
山
口
県
文
化
連
盟
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
３
︱
９
３
３
︱
２
６
１
０

賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

し
な
が
ら
創
り
ま
す
。
結
構
や
っ
か
い
で

は
あ
り
ま
す
が
、
達
成
感
も
あ
り
踊
り
手

に
よ
っ
て
は
色
の
違
う
作
品
に
な
り
ま
す
。

ま
た
ま
た
そ
れ
も
面
白
く
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

も
ほ
か
の
芸
術
と
お
な
じ
生
き
物
だ
と
お

も
い
ま
す
し
終
点
の
な
い
表
現
の
世
界
で

す
。
そ
し
て
選
曲
衣
裳
も
含
め
自
分
の
セ

ン
ス
が
問
わ
れ
ま
す
。

私
が
独
立
し
て
初
め
て
ス
タ
ジ
オ

フ
ォ
ー
ル
の
発
表
会
を
開
く
と
き
、
あ
る

ダ
ン
ス
の
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
ス
テ
ー
ジ
も
ど
ん

な
踊
り
も
最
後
は
〝
品
を
無
く
さ
な
い
こ

と
〟
そ
れ
は
今
も
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
国
民
文
化
祭
を
契
機
に
山

口
県
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
振
興
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
が
、
会
長
を
拝
命
し
、
以
来
十
三

年
が
た
ち
ま
し
た
。

現
在
に
至
る
ま
で
山
口
県
で
は
国
民
的

な
行
事
と
し
て
、
国
民
文
化
祭
、
国
民
体

育
大
会
、
全
国
植
樹
祭
、
等
々
、
振
興
会

と
し
て
も
、
ス
タ
ジ
オ
フ
ォ
ー
ル
と
し
て

も
県
を
挙
げ
て
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
式
典
前
の
振
付
、

指
導
、
出
演
な
ど
県
内
の
団
体
間
相
互
の

理
解
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
成
し
遂
げ
て

い
く
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
ダ
ン
ス
人
生

の
な
か
で
も
大
き
な
試
練
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
と
共
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
方
が
た

に
感
謝
感
謝
で
す
。

今
後
は
次
世
代
へ
の
担
い
手
に
バ
ト
ン

を
ど
う
繋
い
で
い
く
か
…
…
踊
り
手
、
指

導
者
、
振
付
家
、
山
口
県
の
ダ
ン
ス
シ
ー

ン
に
活
力
と
刺
激
を
、
そ
し
て
ダ
ン
ス
の

魅
力
を
伝
え
て
い
け
る
よ
う
微
力
な
が

ら
お
役
に
た
て
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
う

私
の
日
々
で
す
が
、
ダ
ン
ス
は
そ
の
時
代

そ
の
時
代
様
々
に
進
化
し
て
い
ま
す
。
テ

ン
ポ
も
動
き
も
早
く
な
り
更
な
る
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
見
華
や
か

に
見
え
る
面
も
あ
り
変
化
は
必
要
で
す
が
、

や
は
り
大
事
な
事
は
け
が
を
し
な
い
身
体

づ
く
り
と
基
本
を
な
ど
こ
つ
こ
つ
継
続
す

る
こ
と
で
す
。
当
た
り
前
の
事
で
す
が
、

今
だ
か
ら
余
計
そ
う
思
え
る
の
で
す
。

そ
し
て
最
後
は
や
は
り
私
が
ア
ド
バ
イ

ス
頂
い
た〝
品
〟に
つ
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
人
と
し
て
も
そ
う
で
あ
れ
と
広
く

深
い
意
味
で
心
に
刻
ん
で
い
ま
す
。

編
集
後
記

文
化
の
小
径

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

山口県ジャズダンス振興会　会長

緒方　明子 氏

今
だ
か
ら
　
思
え
る
こ
と
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